
有限会社 虎ノ門プロパティーズ

①環境保全に関する基本方針(基本理念)

　有限会社虎ノ門プロパティーズ（新神戸オリエンタルシティＣ３ビル）は、ホテル、ショッピングゾーン、劇場、駐車場から
　構成される複合ビルです。
　当社は、環境保全・環境負荷の低減のために、下記①～⑤項目についてビル全体として取り組んでおります。

　ビル全体のエネルギー使用比率は電気・熱（ガス）合算で、それぞれホテル（約５０％）、ショッピングゾーン（約４６％）、
　劇場（約２％）、駐車場（約１％）となります。
　ビル全体のエネルギー使用量の約半分を占めるホテルゾーンについては、ビル全体の管理体制とは別の環境保全
　保全組織を持ち、省エネルギー活動を中心に環境保全活動（グリーンエンゲージ）を実施しております。
　
①　環境保全に関する法令の遵守
②　省エネルギー活動の実施
③　地域清掃活動の実施
④　廃棄物の削減
⑤　再資源化（リサイクル）の実施

②環境保全に関する組織の現況

   図１　　新神戸オリエンタルシティＣ３ビル全体の環境管理体制 2024年3月現在
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   図２　　ホテルゾーンの環境保全体制（Green Engage）
2024年3月現在

　　ビル全体のエネルギー使用量の約半分を占めるホテルゾーン（ＡＮＡクラウンプラザホテル神戸）では、ＩＨＧANA
　ホテルグループ共通の環境保全に対する取り組みとして、ビル全体とは別の体制を組んで、環境保全に取り組ん
　でいます（２０１０年度活動開始）。

ＡＮＡクラウンプラザホテル神戸
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③公害防止対策

大気汚染防止対策

「大気汚染防止法」、「大気汚染防止法第４条第１項の排出基準に関する条例（兵庫県条例）」及び「環境の
保全と創造に関する条例（兵庫県条例）」等の法令の規定を遵守する。

法令に基づき、ショッピングゾーン・劇場ゾーン用のガス焚き冷温水発生器（2台）について、年2回の
排ガス測定を実施し、法定規制値内に適合するよう管理している。
排出ガス測定項目の規制値については、下記表1～2に記載する。

表１　　排ガスの排出規制値（ショッピングゾーン・劇場用冷温水発生器Ｒ－１）

表２　　排ガスの排出規制値（ショッピングゾーン・劇場用冷温水発生器Ｒ－２）

水質汚濁防止対策

「水質汚濁防止法」、「水質汚濁防止法第３条第１項の排出基準に関する条例（兵庫県条例）」及び「環境
の保全と創造に関する条例（兵庫県条例）」等の法令の規定を順守する。

法令に基づき、、毎日の排水水素イオン濃度測定および月１回の排水水質計量測定を実施、管理する。

排水水質計量項目の排除基準規制値については、表3に記載。

汚水槽、排水槽の清掃は、グリストラップ、排水管清掃とあわせて年２回実施する。

表3　　排水の水質規制値
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④2024年度の具体的な計画

　事業活動を通じての環境負荷低減を目指し、以下の項目を計画し取り組んでいきます。

◆省エネルギー推進

（Ａ）支出を伴う省エネ計画

　　・既設照明のLED化（デイライトセンサー、モーションセンサーとの連動を含む）

（Ｂ）運用面での省エネ活動計画

　　・空調機の自動運転の時間と温度を冷暖房負荷の変動にあわせて随時設定変更

　　・熱源機器および大型空調機の断続運転

　　・上記項目について中間期限定の設定変更

　　・エレベーター、エスカレーターの夜間および閑散時間の間引き運転および停止

　　・屋外照明の点灯時間タイマー管理（日照日没の時間にあわせて月２回設定変更）

　　・ホテル客室の稼働フロア調整による、フロア単位での照明消灯

　　・夏期のピーク電力カット実施

◆廃棄物削減、再資源化（リサイクル）
　　・厨房にAI搭載の新システムを導入し食品ロスを削減する
　　・客室冷蔵庫のペットボトルの購入を停止し、フロア毎にウォーターサーバーを設置して
　　　ペットボトルゴミを削減する
　　・社内でフードロスキャンペーンを活発に行い、お客様に提供した残りを従業員用のまかないとしてアレンジして利用
　　 することで生ごみ廃棄量を削減とする

◆地域貢献活動

　　・フードバンクへの協力



⑤目標達成のために講ずる措置と対策について

・大気汚染防止対策

定期的に排ガス測定を実施し、規制値を超えないように適正に維持管理する

・水質汚濁防止対策

定期的に排水の水質検査を実施し、汚濁負荷量が規制値を超えないように維持管理する

・エネルギー使用の合理化に対する対策

省エネ法に基づくエネルギー原単位の年平均１％以上の削減を目標とする

① 設備毎に定期的な点検および保守管理を実施
（故障を未然に防ぎ、設備の効率の良い状態を維持する）

② 設備の運転時間や温度設定の見直しをこまめに実施し、必要に応じた断続運転等と
あわせて実施
（営業に支障が出ない範囲内で、状況に応じて実施）

③ 各所の既設照明をLEDに変更する
（ホテル部分を中心に毎年実施）

④ 各所照明へのデイライトセンサーおよび人検知センサー制御の導入
（照明のLED化に加えて２種類のセンサー制御を導入することにより省エネ効率を向上）

⑤ 各所照明のﾀｲﾏｰ等による点灯時間の管理と季節毎のこまめな設定時間の変更を実施
（営業に支障が出ない範囲内で、状況に応じて実施）

⑥ 各部門に対して省ｴﾈ活動の啓蒙につとめ、運用面での省ｴﾈを定着させる
（営業に支障が出ない範囲内で、日常的に実施）

⑦ 老朽化したｲﾝﾊﾞｰﾀｰ機器の更新
（高い効果が見込めるものから計画的に実施予定）

⑧ ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ機器の新設
（高い効果が見込めるものから計画的に実施予定）

⑨　吸収式冷凍機の更新

　
・その他の環境保全活動に関わる目標と計画

廃棄物削減の促進

① 厨房にAI搭載の新システムを導入し食品ロス削減を図る
② 客室冷蔵庫の為のペットボトルの購入を停止し、各フロア毎にウォーターサーバーを

設置してペットボトルゴミの削減を図る
③ フードロス活動を活発に行い、お客様に提供した食材の残りを従業員のまかないとしてアレンジし

食品ロス削減を図る


